
今どきの信号発生器は

● 昔のファンクション・ジェネレータはアナログ式
　数MHz程度までの信号発生器としてファンクショ
ン・ジェネレータがよく使われます．古くは周波数設
定がメカ・ダイヤルのアナログ式で，そのころの構造
は図1です．発振回路によって三角波を生成し，波形
整形回路でサイン波やパルス波などの関数波形を作っ
ていました．しかし，このような古典的構成のファン
クション・ジェネレータはいまどき使われていません．

● 今はディジタル化されて任意波形出力もできる
　近年の信号発生器はディジタル式になり，性能が飛

躍的に向上しました（表1）．今のファンクション・ジェ
ネレータの心臓部は，DDS（Direct Digital Synthesizer）
とD−A変換器です（図2）．
　DDSにて周波数設定に応じたタイミングで波形メ
モリから波形データを取り出し，D−A変換器に送っ
てアナログ波形を作り出します．波形メモリには関数
波形や基本波形のデータが組み込まれています．
▶メモリ範囲内なら任意の波形も出力できる
　ファンクション・ジェネレータの特徴はD−A変換
器を利用した任意波形の生成です．D−A変換器のサ
ンプル・レートと波形メモリ長の制限はありますが，
メ ー カ の 供 給 す る ア プ リ ケ ー シ ョ ン の ほ か，
MATLABやExcelなどで作ったCSVファイルも利用
できます．

● オシロスコープに内蔵されることも増えてきた
　ハンディ・オシロスコープの中には，ハンディの利
便性を生かせるように，ファンクション・ジェネレー
タも内蔵している製品があります．
　USBマルチ測定器のAnalog Discoveryの信号発生
器も任意波形を出力できます．

使い方や選び方のポイント

● 2チャネル出力だとグラウンドは共通のことが多い
　市販されているほとんどのファンクション・ジェネ
レータの信号グラウンドは，筐体から絶縁されていま

波　形 発振周波数
正弦波 0.01μHz ～ 30 MHz
方形波 0.01μHz ～ 15 MHz
パルス波 0.01μHz ～ 15 MHz

表1　代表的なファンクション・
ジェネレータの出力波形と周波数
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図2　ディジタル化された今どきのファンクション・ジェネレータのしくみ
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図1　古典的なファンクション・ジェネレータのしくみ
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